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９月の２

朝夕少しばかりか涼しくなり、稲穂もたわわに実る季節がやって来ました。保護者、地域の皆様、いか

がお過ごしでしょうか。さて、学校園では運動会の練習が始まりました。今年度は午前中開催となりまし

たが、一所懸命のプレーを見せることができるようにと、全校朝会の場で子どもたちに言いました。記憶

に残るような運動会にします。

９月３０日（水）～１０月２日（金）実施予定の５年生自然学校（佐

津海岸）、１０月８日（木）～９日（金）実施予定の６年生修学旅行

（広島方面）について、丹波篠山市教育委員会の方針にそって新型コ

ロナウイルス感染軽減に向けて十分に対処することを基本に、以下のとおり保護者説明会でお話しました。

○●○６年生●○●

①旅行中の感染防止対策・・・（ア）人との距離を取ったり、時には会話を控えて行動する。（イ）消毒

設備・整備を事前に各所に依頼し、手洗い並びに手指の消毒頻度を増やす。（ウ）食事・入浴・就寝以外

は可能な限りマスクを着用する。（エ）バス会社に定期的な換気と大型バスを依頼する。

②職員・児童が行う対策・・・（ア）児童に旅行中の感染防止対策を事前指導する。（イ）旅行事前、事

後２週間の健康観察（体温・体調チェック）を徹底する。（ウ）タオル、ハンカチ、マスクは、１日につ

き１枚以上持たせる。

③３密が懸念される場所では・・・（ア）平和祈念資料館、平和記念公園、厳島神社では、長時間の滞在

を避けるとともに、人混みを避けて集合する。（イ）食事は、対面方式をとらないような座席の配置と、

１人ずつのセットメニューでの提供を依頼する。（ウ）部屋割りは、２～３畳で１人分となるよう、少な

めに配置する。（エ）入浴は、時間をずらしながら少人数単位で入る。

○●○５年生●○●

コロナ感染リスク軽減に対する行動様式は、６年生と同じです。ここでは、８月５日

に宿泊施設に下見に行ったときの民宿との確認事項をお知らせいたします。

①定期的な消毒・・・部屋、浴室、トイレ、洗面台、ドアノブ、手すり、スイッチ、

用具等、手に触れる機会が多い部分については、可能な限り消毒していく。

②従業員の健康管理・・・定期的な検温等、健康管理を徹底する。万が一、従業員に

体調不良者が出た場合、速やかに業務から外す。

③食事・・・１人ずつのセットメニューを提供するとともに、コップ、お皿等は使い捨てとする。また、

片付けは、手袋を使用するなど、衛生面には十分配慮する。

④部屋・・・エアコンをつけ、常時窓を開けた状態で換気に努める。また、１部屋ごとの人数を減らすな

ど、ゆとりを持った配置にする。

以上、事前指導を行いながら、リスク軽減には十二分に配慮し、みんなが「行って良かった。」「行け

てよかった。楽しかった。」と言える宿泊行事にしていきたいと思っています。そして、学校生活におい

ても安全なくらし方を園児児童みんなが身に付けられるよう指導を繰り返していきます。

今年度も授業の在り方を研修しています。
教師にとって授業は本務です。児童にとって「分かる授業」「楽しい授業」「質

の高い授業」をめざして、大学の先生や教育委員会指導主事の方々、スーパー

テイーチャーにも私たちが展開している授業を参観いただき、助言を受けてい

ます。そこで、私たちが意識していることは次のとおりです。①１コマ４５分

の授業の中に、話し合い活動を取り入れること。左右前後の友だちと課題解決

に向けて意見を交流し合う時間を設定すること。座っているときだけが学習で

はない。時には立って友だちと意見を交わすことが大切であること。②学習はやりっぱなしではいけない。

授業の終わり約５分前には振り返る時間を設定し、ノートに本時の感想を書くこと。③子どもの答え方の

質を高めること。「～と思います。つまり～だからです。」「～と考えました。なぜなら～です。」「～です。

そして、答えはこのようになりました。」等々、なぜそのように考えたか、自分が考えた根拠を「つまり」

「だから」「なぜなら」等、接続詞を入れながら筋道を立てた言い方で述べること。以上、３点、授業の

ポイントに留意しながら学習活動を展開していきます。

「頑張るぞー！おお！！」今回の運動会、篠山幼稚園児３人と本園児２１人合同で１０

月７日（水）に本校講堂で行います。自分たちだけで運動会をやりたいとつぶやいた子

どももいました。そのことばの中に悪気は全くありません。正直な気持ちと受

け取りました。知らない友だちと運動会をするよりも、普段から知っている仲

間とやった方が楽しく感じるからだと思います。しかし、私たち教師は子ども

たちのこれからの成長を強く願っています。運動遊びを通して知らなかった友

だちとうれしさ、楽しさ、勝負で負けた悔しさ等々、様々な感情を共有し、ひ

とりでも多くの友だちができることを願っています。先日の運動会練習で篠山

幼稚園児が「自分たちだけでリレーをしたけど、赤が２人、白が１人で、白が

２回走らなければならないから、運動会は無理です。だから、一緒にやってほしいです。」と、みんなの

前で言いました。なぜ、たまみず幼稚園に来ているのか、その理由を本園児に３人とも伝えました。４，

５才でこのように意思表示ができたこと、感心しました。本園児はそれを聞いて、「いいよ。」と口々に

言っていました。今後、子どもたちの気持ちがどのように変化していくのか、見取っていきます。

６月に全学年実施しました「子どもの生活習慣状況調査」を、１０月１５日（木）参観後

の学級懇談会でお渡しします。出席されなかった保護者様にはお子さんを通じて持って帰

ってもらいます。これは、児童の「自己認識」「社会性」「学級環境」「生活・学習習慣」

についての意識を調査するもので、学校における学習指導の改善に活かすとともに、家庭や地域と協力し

て児童の豊かな成長を支援することを目指しています。メッセージもありますので、お子さんと一緒にお

読みください。

２年生では、「どんな計算にな

るのかを考えて問題を解こう」

というテーマで、「はじめの色

紙の数８４枚、何枚か使ったので残りは２２枚。さて、何枚

使いましたか？」たし算？引き算？どちらを使えばいいのか、

テープ図をもとにしてみんなで考えていました。５年生では、□×1.5＝2.4 □は、どうやって求めれ

ばいいのか、それが今日の課題でした。自分が考えたことを友だちに伝え、それを聞いた友だちがその相

手に自分の考えを伝える。教室が活発な意見交換で満たされます。もちろん、席を立つのは自由です。ま

とめの段階では、「○○さんが言っていたように、計算の仕方には性質があって、その性質を使えばいい

と思います。」という発言がありました。みんなが共通理解を図ることができました。ノートのとり方も

行間を空けたり、大切なポイントと思えば色ペンで書き入れたりするなど、スッキリとした見やすいノー

トがとれています。みんな一所懸命に取り組む姿が見られます。


